
 
 

 

〜「見える」と「伝わる」〜 

松場 宏忠 氏 

 
 サイエンスに限らず、何かを伝えるには相
手の状況に合わせる必要があります。それは
知識や理解のレベルとは限らず、身体的な能
力も関係します。視覚で伝えるデザインでは、
老若男女だけでなく色弱などへの配慮も必要
です。色覚異常体験メガネも活用し、視覚能
力に配慮したデザインを体感して考えます。 

平成 29年 5月 25日（木）16:30~18:00 

講師紹介： 
 1964年三重県出身。インターネット克明期
に名古屋の大手メディアのウェブデザインを
手がけ、グラフィックデザインとの連携を模
索。工業用ロボットのプロダクトデザインに
も関わる。複数の大学でウェブとグラフィッ
クを教えるほか、イラストレーションの個
展・グループ展も積極展開している。 

北海道大学理学部W棟 ALP室 

MTBデザイン 代表 
名古屋造形大学／大同大学 非常勤講師 
 

連絡先：北海道大学 理学研究院 ALP推進室 藤吉隆雄 
fujiyoshi@sci.hokudai.ac.jp 

※本プログラム外からの聴講も歓迎！ 

Ambitious 物質科学セミナー 

 

 

ALP科学技術コミュニケーション・リメディアル講習 

視覚ユニバーサルデザイン 
 

 

 ALP教務専門委員会 所管セミナー 

ALP国際連携委員会 所管セミナー 


